




[ここに入力] 

はじめに

川崎市は、東京都心に近く利便性の高い立地環境にあることから、臨海
部を筆頭に世界的企業や研究機関が集積し、最先端のものづくり産業をは
じめライフサイエンスや環境分野等の技術の蓄積が進んでいます。また、
川崎駅や武蔵小杉駅などのターミナル駅を中心とした拠点では、多様な都
市機能の立地が進んでいます。 
本市の人口は、日本の総人口が既に減少する中、１５０万人を超えてな
お伸び続けておりますが、今後訪れる人口減少への転換をはじめ、社会保障費の増大や防災など
への対応が求められています。こうした課題のほか、開催が決定している東京２０２０オリンピ
ック・パラリンピック競技大会を見据え、誰もが暮らしやすいまちづくりの実現に向けた「かわ
さきパラムーブメント」の推進や、インバウンド観光の活性化なども求められています。これら

ち かわさき」の実現を目指していくために、平成２８（２０１６）年３月に「川崎市総合計画」
を策定しました。そして、この総合計画に沿って、このたび「川崎市緑の基本計画」の改定を行
いました。 
本市には、多摩丘陵や多摩川などの豊富な自然環境資源や、特徴ある公園緑地が存在しており、
この多様で広域性のある緑が本市の魅力の一つとなっています。また、公園緑地などの緑は、地
球温暖化の防止や生物多様性の保全など、地球環境レベルで大切な役割を果たしています。そし

高め、安全で快適な都市づくりの基盤ともなっています。本市の魅力をさらに高めていくために
ていくことが非常に重要です。 

緑の基本計画は、緑地の保全、緑化の推進、都市公園の整備に関する総合的な計画であり、自
然の恵みを感じ、快適でうるおいのあるまちづくりを進めていくために重要な役割を担う計画で

多摩川などの広域的な水辺地空間、さらには保全を進めてきた樹林地などの「緑のストック」に
ついて、そのポテンシャルを最大限に活かす視点を新たに掲げました。そして、緑を大切に思う
パートナーの形成と、本市を緑豊かなまちにしていくための、緑の保全、創出、育成の取組を引
き続き進めていくことによって、子どもからお年寄りまでが楽しく、のびのびと毎日を過ごせ、
さらに、川崎で学びたい、働きたい、子育てをしたい、安住したいと思える環境、すなわち多く
の人々から選ばれる環境が形成されることを願ってやみません。 
「最幸のまち かわさき」の実現に向け、本市の緑が、１５０

り、心のよりどころであり続けられるよう、引き続き皆様方の御協力をよろしくお願いいたします。
最後に、川崎市緑の基本計画の改定に向けて、ご指導、ご協力していただいた多
様、環境審議会委員、関係者の方々に心から感謝を申し上げます。 

平成３０（２０１８）年３月 


















